
　
用
い
ら
れ

た
の
が
実
弾

と
知
っ
て
事

態
の
深
刻
さ

に
改
め
て
慄
い
た
。
国
内
各
地

で
起
き
た
大
規
模
な
停
電
が
被

害
を
大
き
く
し
た
と
言
う
。
南

米
大
陸
北
部
カ
リ
ブ
海
に
面
す

る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
起
き
た
2
月

の
悲
劇
▼
30
度
近
い
気
温
の
国

で
あ
る
。
透
析
は
言
う
に
及
ば

ず
冷
蔵
庫
が
な
け
れ
ば
中
に
つ

め
ら
れ
た
食
料
品
は
腐
っ
て
し

ま
い
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
報
道

に
よ
れ
ば
死
者
は
40
人
以
上
と

言
う
。
飲
料
水
の
入
手
も
難
し

く
、
住
民
た
ち
は
暗
渠
の
壁
か

ら
浸
み
だ
す
未
消
毒
の
水
を
飲

ん
で
お
り
、
感
染
症
の
発
生
も

懸
念
さ
れ
る
▼
こ
こ
で
ま
た
ア

メ
リ
カ
が
危
険
な
役
割
を
両
手

に
捧
げ
て
登
場
す
る
。
報
道
が

錯
綜
す
る
中
で
、
ポ
ン
ペ
オ
米

国
務
長
官
は
3
月
11
日
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
駐
在
員
の
撤
収
完
了
を
発

表
。
二
人
の
大
統
領
が
競
い

合
っ
て
い
る
政
情
の
内
実
を
示

し
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
正
当

性
に
問
題
あ
り
と
発
信
。
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
国
営
の
金
開
発
企
業
と

そ
の
社
長
を
制
裁
対
象
に
す
る

と
発
表
。
米
国
内
の
資
産
が
凍

結
さ
れ
、
米
国
人
と
の
取
引
が

原
則
禁
じ
ら
れ
る
▼
元
来
、
豊

か
な
石
油
資
源
に
恵
ま
れ
た
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
は
医
療
の
公
費
負

担
を
増
や
す
政
策
を
と
っ
て
い

る
。同
国
で
は
、停
電
の
同
時
多

発
テ
ロ
に
対
し
て「
米
国
に
よ
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
」と
繰
り
返
し
、

検
察
当
局
は
暫
定
政
府
の
大
統

領
宣
言
を
し
た
国
会
議
長
が
停

電
に
関
与
し
た
と
し
て
捜
査
を

進
め
て
い
る
。
中
南
米
の
豊
か

な
資
源
を
背
景
に
起
き
た
火
種

が
相
手
方
へ
の
銃
剣
に
ま
で
発

展
し
交
戦
権
に
ま
で
発
達
す
る

土
地
柄
に
火
の
気
は
禁
物
。 （
光
）

　

保
険
医
協
会

は
、
そ
の
成
り
立

ち
よ
り
開
業
医
の

会
員
比
率
が
伝
統

的
に
高
く
、
現
在

も
全
会
員
数
の
う

ち
、
ほ
ぼ
9
割
を
開
業
医
が
占

め
て
い
る
。
か
く
言
う
私
も
含

め
て
、
病
院
勤
務
等
の
修
練
を

経
た
上
で
開
業
に
至
る
ケ
ー
ス

が
大
多
数
で
あ
ろ
う
と
推
察
す

る
が
、
さ
ら
に
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
一
人
開
業
で
あ
る
こ
と
も
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
更
な

が
ら
の
内
容
を
あ
え
て
述
べ
る

の
は
、
最
近
実
感
し
た
い
く
つ

か
の
現
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。

　
そ
の
一
点
目
で
あ
る
が
、
昨

今
の
閉
院
数
の
推
移
の
事
実
で

あ
る
。
昨
年
1
年
間
の
閉
院
等

に
よ
る
開
業
医
会
員
の
退
会
数

は
19
人
、
さ
ら
に
今
年
に
入
っ

て
か
ら
は
2
月
6
人
、
3
月
9

人
と
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由

の
ほ
と
ん
ど
が
、
死
亡
、
高

齢
、
病
気
等
、
や
む
を
得
な
い

状
況
と
は
い
え
、
長
年
に
わ

た
っ
て
地
域
に
密
着
し
た
医
療

を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
実
績
を

考
え
る
と
、
ま
こ
と
に
惜
し
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ご
く
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や

く
医
院
継
承
の
話
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、
閉
院
の
決
断
は
ま
さ
し
く

忸
怩
た
る
思
い
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
、
一
人
開
業
の
「
悲

哀
」
を
思
う
と
、
継
承
を
テ
ー

マ
に
し
た
取
り
組
み
を
も
っ
と

充
実
さ
せ
て
も
良
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
今
後
の
取
り
組
み

の
課
題
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
も
う
一
点
の
事
実
と

し
て
、
ご
く
最
近
直
面
し
た
医

療
安
全
の
事
例
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。
す
な
わ
ち
、
患
者
の
急

変
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
た
め

に
ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
る
と
い

う
あ
る
医
院
開
業
の
医
師
か
ら

の
相
談
で
あ
る
。
詳
し
い
経
緯

は
省
略
す
る
が
、
家
族
か
ら
の

激
し
い
申
し
入
れ
に
対
し
て
呆

然
と
し
て
ど
う
対
処
し
て
良
い

か
見
当
も
つ
か
ず
、
悩
む
だ
け

の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
由
。

そ
の
後
、
時
間
経
過
と
と
も
に

協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険
に

加
入
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ

れ
、ご
相
談
の
運
び
と
な
っ
た
。

ま
さ
し
く
こ
の
事
例
も
、孤
独

な
開
業
医
の
悲
哀
そ
の
も
の
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
何
度
も
本
紙
で
呼
び
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
開

業
医
・
勤
務
医
に
か
か
わ
ら
ず

会
員
各
位
に
お
い
て
、
何
か
お

困
り
に
な
っ
た
時
点
で
と
り
あ

え
ず
当
協
会
へ
ご
相
談
い
た
だ

い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
全
て
を
解
決
す
る
と

安
請
け
合
い
は
し
な
い
が
、
も

て
る
総
力
で
会
員
に
寄
り
添
う

こ
と
は
お
約
束
し
た
い
。

孤
独
な
開
業
医
に
寄
り
添
う

保
険
医
協
会
で
あ
り
た
い

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
、

理
事
長
・
副
理
事
長
・
監
事

の
選
挙
公
示
を
3
月
25
日

（
本
紙
第
3
0
4
6
号
）
に

行
い
、
立
候
補
届
出
を
4
月

5
日
午
後
4
時
に
締
め
切
っ

た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
定
数
内

の
立
候
補
で
あ
っ
た
た
め
、

投
票
を
行
わ
ず
代
議
員
会
議

長
が
立
候
補
者
を
も
っ
て
当

選
人
と
決
定
し
た
（
選
挙
規

定
第
16
条
）。

　
氏
名
は
左
掲
の
通
り
。
新

た
に
鈴
木
卓
氏
が
理
事
長

に
、
福
山
正
紀
氏
が
副
理
事

長
に
選
出
さ
れ
た
。
再
任

は
、
副
理
事
長
4
人
、
監
事

2
人
。
任
期
は
2
0
1
9
年

6
月
1
日
よ
り
21
年
5
月
31

日
ま
で
。

　
開
業
規
制
に
よ
っ
て
医
師
多

数
区
域
か
ら
少
数
区
域
へ
の
医

師
の
移
行
を
促
す
厚
労
省
の
医

師
偏
在
対
策
に
対
し
、
協
会
は

ど
の
地
域
で
開
業
し
て
も
医
療

が
成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム
の
実
現

と
そ
れ
を
支
え
る
地
域
自
体
の

再
生
を
求
め
て
い
る
。

　
本
紙
3
0
4
6
号
で
「
医
師

偏
在
解
決
に
は
〈
開
業
規
制
〉

で
は
な
く
地
域
再
生
と
公
的
な

医
療
提
供
体
制
再
建
が
必
要
」

と
す
る
署
名
を
提
起
。
署
名

は
、
①
「
外
来
医
師
多
数
区

域
」
で
の
開
業
に
対
し
、
初
期

救
急
・
在
宅
医
療
・
公
衆
衛
生

等
を
担
う
旨
を
誓
約
さ
せ
る
と

い
う
よ
う
な
一
方
的
な
開
業

ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
こ
と
を
や

め
る
こ
と
②
国
保
直
営
診
療

開業規制にNOを
医師偏在対策で会員署名

所
・
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
自

治
体
立
医
療
機
関
に
対
す
る
廃

止
縮
小
政
策
を
改
め
、
自
治
体

に
よ
る
地
域
医
療
確
保
策
に
対

す
る
財
政
保
障
策
を
国
と
し
て

抜
本
的
に
強
め
る
こ
と
③
医
療

の
不
足
す
る
地
域
で
医
療
を
支

え
て
い
る
医
療
機
関
な
ら
び
に

こ
れ
か
ら
開
業
し
よ
う
と
い
う

医
療
機
関
に
対
し
て
は
、
医
療

政
策
上
の
必
要
性
を
明
確
化

し
、
施
設
維
持
や
ス
タ
ッ
フ
確

保
な
ど
に
対
す
る
公
的
助
成
を

国
と
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て

行
う
こ
と
―
を
求
め
て
い
る
。

　
4
月
18
日
現
在
の
集
約
状
況

は
1
4
3
筆
。
会
員
の
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る（
右
掲
）。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
各
位

に
は
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
な
お
、
4
月
26
日
に
は
医
師

偏
在
対
策
を
テ
ー
マ
に
京
都
府

と
懇
談
を
行
う
予
定
だ
。

理 事 長
鈴木　　卓（中京西部）　新

副理事長
茨木　和博（綴　　喜）　再
内田　亮彦（下京東部）　再
渡邉　賢治（西　　陣）　再
林　　一資（西　　京）　再
福山　正紀（上京東部）　新

監　　事
名倉　良一（西　　京）　再
増田　道彦（宇治久世）　再

（届出順、敬称略）

協　会
役員選

新
理
事
長
に
鈴
木
氏

鈴木　卓 氏福山 正紀 氏

会員からの意見（抜粋）
地区名 ひとこと

西陣
東京一極集中にして地方都市に人が住めなくなった
ために医師もまた人の移動に従って、結果的に偏在
することになった。医師の偏在は国の失政によるも
のです。

中京
東部

初期救急、在宅医療、公衆衛生等を担う旨を誓約さ
せる主体はどこなのでしょうか。行政（府、または
市）？近畿厚生局？　いずれにしても、自由開業制
とは真逆の方針です。地域の実状にあって必要とさ
れる医療機関が開業できる行政のバックアップを望
みます。

中京
西部

じわじわと国家の戦争政策に向けて医療の統制が進
んでいく。絶対反対です！

下京
東部

根本は長期にわたる医療費への歳出抑制政策なの
で、災害大国の日本において医療・介護・土木など
に投資すべきなのに、財政問題があると言って投資
をしない政府に責任がある。財務省主導による存在
しない財政問題解決のための緊縮財政を改め、国民
の幸福と健康を真に望むなら、地方財政への出費、
医療・介護・福祉への投資を惜しまないことを要望
します。
開業医の役割を限定することは反対です。開業規制
も結局は「かけこみ開業」により偏在を助長します。

下京
西部

国と自治体が責任を持って医師偏在是正をはかるこ
とが大切。公的医療機関の新設、再建、医師偏在地
域への助成を強めることが求められる。

右京

医師偏在は規制では解決しません。医療不足地域に
対しては、熱心な公募と同時に青年医師に交代制、
短期的に派遣する制度を考えてはいかがか（表彰も
必要）。
専門性の高い開業を制限することは、質の低下につ
ながり反対します。自治体医療機関の存続、維持の
ための財政保障を強化してください。

宇治
久世

高齢の医師が大病院退職後、地域住民に医療サービ
スを提供する目的で開業する場合、体力的に提供内
容は限られてくる。従って、一律に公衆衛生、初期
救急、在宅医療等に貢献することは難しい。貢献可
能な医療サービスを選べるように条件を自由選択性
にすべきである。

亀岡 医療提供体制再建の強化、在宅医療における医師の
発言力低下を阻止。

保険医年金

三井生命は 4 月より「大樹生命」へ社名を変更しました。

加入申込
受付期間 6月20日（木）まで

※2019年 9 月 1 日付加入（2019年 1 月 1 日現在）
1.259％予定利率

（最低保証利率）

月　払 1 口 1 万円 30口限度 （月30万円）

一時払 1 口 50万円 毎回40口 （2,000万円）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数

◆ 制度の安定運営を第一に

2019年
春の普及期間が開始

加入者数 5 万 3,000人
積立金額 1 兆 2,500億円超
会員の 3 人に 1 人がご加入

安定・安心

年金受給は 加入 5 年後から可
 1 口単位での解約可

掛金一時中断、 再開制度あり

いつでも自在

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 2 5 日 第 3 0 4 8 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
与
謝
・
北
丹
、
綴
喜
） （
2
面
）

採
血
時
の
ト
ラ
ブ
ル
と
Ｇ
Ｌ
で
ア
ン
ケ
ー
ト 

（
3
面
）

求
人
テ
ー
マ
に
経
営
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
適
時
調
査
に
よ
る
文
書
指
摘

が
多
い
入
院
基
本
料
等
加
算
と

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
診
療
録
管
理
体
制
加
算
で

は
、
退
院
時
要
約
が
全
患
者
に

作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘

が
多
い
。
加
算
「
1
」
で
は
、

14
日
以
内
に
退
院
時
要
約
が
作

成
さ
れ
、
中
央
病
歴
管
理
室
に

提
出
さ
れ
た
者
の
割
合
が
9
割

以
上
と
さ
れ
て
い
る
の
で
合
わ

せ
て
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
中

央
病
歴
管
理
室
の
設
置
と
、
診

療
管
理
部
門
ま
た
は
診
療
記
録

管
理
委
員
会
の
設
置
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
組
織
図
や
規
定
上

明
記
し
て
お
き
た
い
。

　
加
算
「
1
」
で
は
年
間
退
院

患
者
数
2
0
0
0
人
ご
と
に
1

人
以
上
専
任
の
常
勤
診
療
記
録

管
理
者
が
必
要
で
、
う
ち
1
人

は
専
従
。
加
算
「
2
」
で
も
1

人
以
上
の
専
任
の
診
療
記
録
管

理
者
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

加
算
「
1
」
で
い
う
常
勤
者
は

非
常
勤
職
員
に
よ
る
常
勤
換
算

が
認
め
ら
れ
ず
、
専
従
者
は
医

師
事
務
作
業
補
助
者
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
派
遣
職
員

や
請
負
方
式
も
認
め
ら
れ
な

い
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
除
く
請
求
事
務
等

は
診
療
記
録
管
理
者
の
業
務
外

な
ど
業
務
範
囲
に
つ
い
て
も
見

解
が
あ
る
の
で
確
認
し
て
お
き

た
い
。

　
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加

算
で
は
ま
ず
、
届
出
区
分
毎
に

必
要
と
さ
れ
る
数
の
専
従
の
医

師
事
務
作
業
補
助
者
が
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
非
常
勤
者
の
常
勤
換
算
に

よ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、

医
師
事
務
作
業
補
助
に
専
従
で

あ
る
こ
と
は
落
と
し
て
は
な
ら

な
い
。
派
遣
職
員
は
認
め
ら
れ

る
が
、
請
負
方
式
は
認
め
ら
れ

な
い
。

　
ま
た
医
師
事
務
作
業
補
助
者

の
業
務
範
囲
等
を
院
内
規
程
に

よ
り
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る

他
、
配
置
か
ら
6
カ
月
以
内
に

必
要
と
さ
れ
る
研
修
を
完
了

し
、
記
録
に
残
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　
加
算
「
1
」
で
は
医
師
事
務

作
業
補
助
者
の
勤
務
時
間
の
8

割
以
上
が
病
棟
ま
た
は
外
来
で

行
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る

（
医
師
指
示
に
よ
る
診
断
書
作

成
補
助
、
診
療
録
代
行
入
力
は

実
施
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
含

む
）
た
め
、
業
務
内
容
、
場

所
、
勤
務
時
間
等
を
適
切
に
記

録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
協
会
は
、
与
謝
・
北
丹
医
師

会
と
の
懇
談
会
を
2
月
23
日
に

開
催
し
た
。
与
謝
医
師
会
8

人
、
北
丹
医
師
会
8
人
、
協
会

か
ら
5
人
が
出
席
し
、
北
丹
医

師
会
の
安
井
俊
雄
副
会
長
の
司

会
で
開
会
。

　
北
丹
医
師
会
の
齊
藤
治
人
会

長
は
冒
頭
、「
10
連
休
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
他
の
地
区
が
ど

う
す
る
の
か
な
ど
参
考
に
教
え

て
い
た
だ
き
、
当
地
区
の
対
応

を
考
え
た
い
。
ま
た
、
消
費
税

増
税
も
何
か
し
ら
の
影
響
が
あ

る
だ
ろ
う
。
地
区
か
ら
の
質
問

も
多
い
の
で
、
そ
こ
を
重
点
に

懇
談
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
協
会
か
ら
は
、
各
部
会
か

ら
の
情
報
提
供
、
今
年
度
の
共

通
テ
ー
マ
で
あ
る
①
診
療
報
酬

不
合
理
是
正
②
国
が
目
指
す
地

域
医
療
提
供
体
制
と
開
業
規

制
―
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
意

見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
事
前
に
出
さ
れ
て

い
た
「
協
会
の
発
行
物
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
て
利

用
状
況
を
把
握
し
て
、
不
要
な

も
の
を
省
き
、
労
力
・
資
源
を

必
要
な
も
の
に
集
中
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

こ
の
間
に
発
行
物
を
精
査
し
、

そ
の
結
果
、
減
刊
等
も
行
っ
て

い
る
こ
と
を
文
書
で
説
明
。
適

宜
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
も
活
用

し
な
が
ら
、
必
要
不
可
欠
な
も

の
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と

し
た
。
ま
た
、
1
月
度
代
議
員

ア
ン
ケ
ー
ト
（
大
型
連
休
に
つ

い
て
）
結
果
の
配
布
が
要
望
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
結
果
を
文

書
に
て
配
布
し
内
容
を
説
明
。

後
日
（
2
月
28
日
）
に
行
う
京

都
府
と
の
懇
談
で
も
対
応
を
確

認
し
た
い
と
述
べ
た
※
。

　
次
に
「
保
険
者
が
患
者
に
郵

送
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
推
奨
通

知
は
医
師
・
患
者
関
係
を
こ
わ

す
の
で
不
適
切
で
は
な
い
か
」

と
の
質
問
に
対
し
、
協
会
は

「
仰
る
と
お
り
と
考
え
る
」
と

回
答
。
地
区
か
ら
は
、
厚
労
省

等
の
方
針
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
と
な
る
と
政
治
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ

り
、
協
会
の
ル
ー
ト
で
も
機
会

が
あ
れ
ば
要
請
し
て
ほ
し
い
と

重
ね
て
要
望
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
原
発
・
憲
法
改
正
問
題
は
国

論
を
二
分
す
る
重
大
事
。
協
会

が
反
対
論
ば
か
り
の
せ
る
の
は

不
公
正
で
は
な
い
か
」
と
い
う

地
区
か
ら
の
意
見
に
対

し
、
協
会
の
考
え
方
を

ま
と
め
た
文
書
を
配
布

し
て
、「
ど
ち
ら
も
直

近
の
総
会
に
お
い
て
基

本
方
針
と
し
て
確
認
し

て
進
め
て
い
る
」
と
説

明
。「
憲
法
改
正
問

題
、
原
発
問
題
に
つ
い

て
は
講
演
会
等
も
企
画

す
る
の
で
是
非
参
加
し

て
ご
意
見
い
た
だ
き
き
た
い
」

と
求
め
た
。

　
さ
ら
に
「
院
外
処
方
と
院
内

処
方
で
の
患
者
負
担
の
違
い
に

つ
い
て
」
と
い
う
質
問
に
つ
い

て
、
協
会
は
点
数
差
を
一
覧
表

に
ま
と
め
た
文
書
で
説
明
。
特

に
、
一
包
化
に
対
す
る
加
算
が

診
療
報
酬
に
は
な
い
こ
と
に
対

し
て
、
協
会
は
18
年
改
定
の
前

か
ら
加
算
の
創
設
を
求
め
て
お

り
、
引
き
続
き
20
年
改
定
に
向

け
て
も
要
求
し
て
い
き
た
い
と

回
答
し
た
。

　
そ
の
他
、
地
区
か
ら
は
、

「
懇
談
会
で
の
協
会
か
ら
の
情

報
提
供
は
不
要
」「
国
保
連
合

会
宛
の
福
祉
医
療
の
請
求
が
電

子
的
に
取
り
扱
え
る
こ
と
を
希

望
」「
消
費
税
が
10
％
に
な
っ

た
時
の
院
内
処
方
の
継
続
」

「
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
受
容
体

作
動
薬
の
減
算
規
定
へ
の
対

応
」「
行
政
検
査
の
結
果
が
出

る
の
が
極
め
て
遅
い
事
例
に
つ

い
て
」、
ま
た
共
通
テ
ー
マ
の

開
業
規
制
に
つ
い
て
も
質
問
が

出
さ
れ
、
時
間
の
許
す
範
囲
で

説
明
、
意
見
交
換
し
た
。
最
後

は
、
与
謝
医
師
会
の
山
根
行
雄

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　
※
10
連
休
の
診
療
体
制
に
つ

い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

3
月
号
5
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　
協
会
は
、
綴
喜
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
3
月
9
日
に
開
催
。

地
区
か
ら
8
人
、
協
会
か
ら
5

人
が
出
席
し
、
綴
喜
医
師
会
の

安
田
美
希
生
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

　
冒
頭
、
森
岡
稔
勝
会
長
は

「
労
働
安
全
衛
生
法
が
4
月
か

ら
改
正
さ
れ
る
が
、
綴
喜
医
師

会
で
は
産
業
医
が
う
ま
く
回
っ

て
い
な
い
。
八
幡
市
か
ら
小
中

学
校
の
教
職
員
の
超
過
勤
務
に

よ
る
産
業
医
の
依
頼
が
き
て
い

る
。
協
会
の
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
地
区
医
師
会
が
ど
の

よ
う
な
産
業
医
活
動
が
で
き
る

か
考
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
茨
木
理
事
長

代
行
が
あ
い
さ
つ
し
、「
診
療

報
酬
不
合
理
是
正
」「
国
が
目

指
す
地
域
医
療
提
供
体
制
と
開

業
規
制
」「
4
月
1
日
施
行
の

労
働
安
全
衛
生
法
改
正
等
」
を

テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
し
た
。

　
4
月
1
日
改
正
の
労
働
安
全

衛
生
法
に
つ
い
て
、
地
区
か
ら

「
八
幡
市
か
ら
小
中
学
校
の
教

職
員
約
5
0
0
人
に
対
す
る
産

業
医
の
依
頼
が
き
て
い
る
。
依

頼
の
中
に
は
、
月
1
回
の
学
校

の
巡
視
と
年
1
回
の
安
全
衛
生

委
員
会
へ
の
出
席
も
あ
る
。
し

か
し
、
産
業
医
の
候
補
者
が
お

ら
ず
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
」
と
報
告
さ
れ
た
。
続
け
て

地
区
か
ら
「
労
働
者
が
50
人
未

満
の
事
業
所
は
、
産
業
医
の
選

任
義
務
が
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
小
中
学
校
1
校
ず
つ
見
れ

ば
50
人
を
下
回
る
と
こ
ろ
は
あ

る
は
ず
。
し
か
し
、
今
回
の
よ

う
に
全
教
職
員
を
対
象
と
し
て

区
分
け
す
る
と
産
業
医
が
必
要

に
な
る
。
区
分
け
の
基
準
は
あ

る
の
か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
協
会
は
「
企

業
は
で
き
る
だ
け
50
人
未
満
に

な
る
よ
う
に
調
整
す
る
た
め
、

今
回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
基
準
は
調
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
※
」
と
回
答
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
「
教
育
現
場
で

は
、
教
師
の
確
保
、
予
算
の
確

保
も
で
き
ず
、
学
校
の
統
廃
合

が
相
次
い
で
い
る
。
保
護
者
は

こ
の
状
況
に
か
な
り
不
安
を
感

じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
各

地
区
の
実
情
や
意
見
を
聴
取
し

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。

　
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提
供

現
場
で
は
良
い
よ
う
に
も
思
え

る
が
、
危
険
性
は
あ
る
の
か
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
協
会
か

ら
は
「
医
師
少
数
区
域
で
開
業

し
て
も
、
そ
の
医
師
の
生
活
や

医
院
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
。
医
師
少
数

区
域
に
医
師
を
連
れ
て
行
く
だ

け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
の

で
は
な
い
か
。
各
地
区
の
医
師

が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
聴
い

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。 

　
※
後
日
、
保
険
医
協
会
が
京

都
労
働
局
に
聴
取
し
た
と
こ

ろ
、
学
校
は
通
常
所
在
地
が
異

な
り
独
立
し
て
い
る
の
で
、
一

つ
の
学
校
を
1
事
業
場
と
し
て

考
え
る
。
仮
に
、
過
疎
地
域
で

複
数
の
学
校
を
統
合
し
た
場
合

は
、
ま
と
め
て
一
つ
の
事
業
場

と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
民

間
企
業
の
場
合
も
、
営
業
所
、

支
店
を
そ
れ
ぞ
れ
1
事
業
場
と

考
え
る
の
が
基
本
と
な
る
―
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

体
制
と
開
業
規
制
に
つ

い
て
、
地
区
は
「
地
区

の
実
情
と
し
て
、
医
療

機
関
の
過
密
地
域
で
新

規
開
業
さ
れ
よ
う
と
す

る
。
地
区
医
師
会
と
し

て
は
、
足
り
て
い
な
い

地
域
で
開
業
し
て
ほ
し

い
思
い
も
あ
る
が
強
制

で
き
な
い
。
開
業
規
制

は
今
の
地
区
医
師
会
の

出
席
者
21
人
で
開
催
さ

れ
た
与
謝
・
北
丹
医
師

会
と
の
懇
談

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
綴
喜
医
師
会
と
の

懇
談

　医師・医療機関にとって賠償責
任への備えは必須です。保険医協
会の保険は会員のみなさまからの
ニーズにお応えして、多様な補償
をご用意しています。詳細は保険
医協会までお問い合わせ下さい。

いつでも加入・型
変更ができます

保険医協会の  医師賠償責任保険等の
加入手続きは完了しました

　協会の医師賠償責任保険、個人情報漏え
い保険、介護福祉事業者等賠償責任保険、
医療事故調査費用保険、嘱託医活動賠償責
任保険の2019年度（19年４月１日～20年４
月１日）の加入（自動継続）手続きが完了し
ました。ご加入いただきありがとうござい
ました。加入者カード（加入者証）は、６月
上旬に加入者のみなさまにお届けしますの
でいましばらくお待ち下さい。

19年度加入者証は６月上旬お届け
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懇
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ラ
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吉
翠
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診
療
録
管
理
体
制
加
算
と

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算



　
今
一
度
、
鏡
の
背
面
を
思
い

出
し
て
ほ
し
い
（
図
1
）。
こ

の
鏡
は
、
重
金
属
分
析
の
結

果
、
亜
鉛
を
含
む
黄
銅
か
ら
な

る
鏡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
不
純
物
が

多
く
、
製
錬
方
法
は
稚
拙
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
判
定
は
保

留
な
が
ら
、
西
域
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
鏡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

の
表
面
は
金
の
メ
ッ
キ

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
当
時
ど
の
よ
う
に
金

を
メ
ッ
キ
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
？

　
歴
史
的
に
、
金
ア
マ

ル
ガ
ム
法
が
知
ら
れ
て

い
る
。
金
は
、
水
銀
を

近
づ
け
る
と
容
易
に
水

銀
に
溶
け
る
。
水
銀
の
濃
度
を

調
整
し
、
溶
か
し
た
ア
マ
ル
ガ

ム
を
銀
板
の
上
に
塗
布
し
、
3

5
0
度
程
度
に
熱
す
る
と
、
水

銀
は
蒸
発
し
、
そ
の
あ
と
に
金

が
残
る
。
こ
れ
が
金
ア
マ
ル
ガ

ム
法
で
あ
る
。
金
ア
マ
ル
ガ
ム

法
は
、
水
銀
が
あ
れ
ば
、
金
を

ア
マ
ル
ガ
ム
し
て
抽
出
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
金
を
含
む
鉱
石

を
細
か
く
砕
い
て
、
水
銀
に
浸

す
と
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
が
で
き

る
。
金
ア
マ
ル
ガ
ム
か
ら
水
銀

を
加
熱
し
て
蒸
発
さ
せ
れ
ば
金

が
残
る
。
こ
の
原
理
を
用
い

て
、
金
は
古
代
に
は
製
錬
さ
れ

て
き
た
。

　
南
米
の
ア
マ
ゾ
ン
流
域
で

も
、
一
攫
千
金
を
狙
う
人
々
に

よ
り
金
は
ア
マ
ル
ガ
ム
法
で
採

掘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
1
9
8

0
年
代
後
半
か
ら
活
発
に
金
採

掘
が
行
わ
れ
て
き
た
（
図

2
）。
ア
マ
ゾ
ン
の
ゴ
ー
ル
ド

ハ
ン
タ
ー
は
、
小
規
模
で
技
術

も
な
く
、
簡
単
に
水
銀
か
ら
金

を
ア
マ
ル
ガ
ム
法
で
抽
出
す
る

の
で
あ
る
。

　
天
の
声
「
水
俣
病
は
、
有
機

水
銀
ち
ゃ
う
の
？ 

チ
ッ
ソ
は
、

水
銀
を
垂
れ
流
し
て
き
た
が
、

メ
チ
ル
水
銀
の
件
は
最
後
ま
で

隠
し
と
う
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
？
」確
か
に
、一
理
あ
る
。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。し
か
し
、

現
在
的
に
は
、
環
境
中
へ
の
水

銀
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
以
下
に
よ
る
。

　
1
9
7
0
年
代
以
前
は
、
水

銀
の
環
境
中
で
の
動
態
の
知
見

が
未
熟
で
あ
っ
た
。
金
属
水
銀

が
、
環
境
中
で
メ
チ
ル
化
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

後
知
恵
で
い
え
は
、
金
属
の
メ

チ
ル
化
は
、
生
物
に
よ
る
無
毒

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
ご
く

普
通
に
現
在
で
は
受
け
入
れ
ら

れ
る
。
そ
の
代
表
格
が
、
ヒ
素

で
あ
る
。
有
機
ヒ
素
は
、
ヒ
ジ

キ
や
エ
ビ
、
カ
キ
な
ど
多
く
の

海
産
物
に
含
ま
れ
る
。
ヒ
素

は
、
酸
化
の
3
価
と
5
価
の
ヒ

素
が
有
名
で
あ
り
、
亜
ヒ
酸

〔A
S（
OH）3

〕
は
、
3
価
で

あ
り
、
毒
性
は
非
常
に
強
い
。

　
ま
ず
、
採
血
時
の
神
経
損
傷

等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
代
議
員
は
「
あ
る
」
が

16
・
3
％
（
7
人
）
で
、
病
院

勤
務
の
医
療
安
全
担
当
者
37
・

5
％
（
27
人
）
と
比
べ
半
分
以

下
で
あ
っ
た
（
図
1
）。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
「
あ
る
」
と
答

え
た
代
議
員
7
人
に
そ
の
事
後

対
応
を
尋
ね
た
。
71
・
4
％

（
5
人
）
が
「
自
院
の
み
で
対

応
し
た
」
と
答
え
て
お
り
、

「
保
険
医
協
会
に
相
談
し
た
」

も
1
人
い
た
。
一
方
、
病
院
勤

「
独
自
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
使
用
し
て
い
る
」
は
0
人

で
あ
っ
た
。
一
方
、
病
院
勤
務

の
医
療
安
全
担
当
者
は
「
使
用

し
て
い
る
」
が
23
・
4
％
（
11

人
）
と
、
代
議
員
の
回
答
率
は

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、「
独

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
て
い
る
様
子
が
窺

わ
れ
る
。
な
お
、
使
用
し
て
い

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
未
回
答
の
1
人
を
除
き
、

「
標
準
採
血
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
使
用
し
て
い
る
と
答
え
て
い

い
る
。

　
採
血
時
の
神
経
損
傷
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
自
由
筆

記
の
形
で
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
代
議
員
14
人
、
病
院
医
療
安

全
担
当
者
15
人
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

採
血
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
意
識
し
た
様
子
が
窺
え
る
と

と
も
に
、
初
期
対
応
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
訴

え
る
意
見
も
み
ら
れ
た
。

　
採
血
時
に
神
経
損
傷
（
疑
い

こ
の
一
方
、
魚

介
類
に
含
ま
れ

る
ヒ
素
は
生
物

の
体
内
で
メ
チ

ル
化
お
よ
び
カ

ル
ボ
ン
酸
等
で

有
機
化
さ
れ
た

メ
チ
ル
ヒ
素
や

ア
ル
セ
ノ
ベ
タ

イ
ン
な
ど
で
あ

る
。
後
者
の
毒

性
は
極
め
て
低

い
。
こ
の
解
毒

経
路
は
、
自
然

界
の
生
物
に
お

い
て
は
ヒ
素
だ

け
で
な
く
、
水

銀
に
も
適
応
さ

れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、ア
マ
ゾ

ン
の
金
採
掘
で
、水
銀
の
環
境

中
へ
の
放
出
が
水
俣
病
を
惹
起

し
つ
つ
あ
る
。

図 1 金メッキのある鳳凰鏡

図 2　アマゾン川支流における小規模金鉱山(赤）
Wyatt et al. Int J Env Res Pub Health 2017, 14 1582

自
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

使
用
し
て
い
る
」
が
55
・
3
％

（
26
人
）
と
最
も
多
く
、
こ
の

点
が
代
議
員
と
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
（
図
3
）。

　
以
上
か
ら
、
無
床
診
療
所
よ

り
も
病
院
の
方
が
採
血
に
関
す

図 1  院内で採血時の神経損傷（疑いを含む）に関す
る患者とのトラブル経験や採血時のトラブル経
験はありますか

図 2  採血に関するガイドラインがあることを知って
いますか

図 3  自院でガイドラインを使用していますか
（問４で「知っている」と答えられた方へ質問）

絡
を
い
た
だ
き
、
と
も
に
紛
争

の
拡
大
を
防
止
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を

　
採
血
法
に
つ
い
て
は
日
本
臨

床
検
査
標
準
協
議
会
が
「
標
準

採
血
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作

成
し
て
い
る
。

　
採
血
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
代
議
員
は

「
知
っ
て
い
る
」
が
18
・
6
％

（
8
人
）
で
、
病
院
勤
務
の
医

療
安
全
担
当
者
は
65
・
3
％

（
47
人
）
が
「
知
っ
て
い
る
」

と
答
え
て
い
る
（
図
2
）。

　
次
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
代

議
員
8
人
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

使
用
の
有
無
を
尋
ね
た
。「
使

用
し
て
い
る
」
は
25
・
0
％

（
2
人
）
で
「
使
用
し
て
い
な

い
」
が
75
・
0
％
（
6
人
）、

務
の
医
療
安
全
担
当
者
は
81
・

5
％
（
22
人
）
が
「
自
院
の
み

で
対
応
し
た
」
と
答
え
て
お

り
、
続
い
て
「
保
険
医
協
会
に

相
談
し
た
」
が
18
・
5
％
（
5

人
）
い
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
院
内
で
発
生
す

る
と
、
ま
ず
自
院
で
対
応
し
て

解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
当

然
と
も
言
え
る
が
、
協
会
と
し

て
は
、
患
者
と
の
関
係
が
こ
じ

れ
る
前
に
、
ぜ
ひ
、
協
会
に
連

る
。
こ
の
鏡
は
若
干
の

水
銀
を
含
み
ヒ
素
も
含

ん
で
あ
る
。
ま
た
鏡
面

の
裏
に
は
、
鳳
凰
と

ハ
ー
プ
を
奏
で
る
天
女

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

る
こ
と
は
十
分
に
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
、
地
球

規
模
で
の
動
態
が
研
究

さ
れ
、
水
銀
は
生
態
系

の
中
で
メ
チ
ル
化
さ
れ

【東日本大震災救援募金】 スエヨシ ヒロアキ
【熊本地震救援募金】 キムラシンリヨウシヨ
 ハヤシ ケイシ
【西  日  本  豪  雨  募  金】 オオウエ サトミ
 マエダ カズヒコ
 ニシキヨウゴクガーデン

募金のご協力ありがとうございました
 （2019年２月～３月　順不同・敬称略）

を
含
む
）
の
事
故
が
発
生
す
る

と
、
ま
ず
患
者
に
ど
の
よ
う
な

手
順
で
採
血
を
施
行
し
た
か
説

明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
際

に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
に
施

行
し
た
こ
と
を
説
明
す
れ
ば
、

医
療
機
関
側
に
過
失
が
な
か
っ

た
こ
と
に
患
者
の
理
解
を
得
る

場
合
も
あ
り
得
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
説
明
し
た
だ
け
で
患
者
の
怒

り
や
不
満
が
収
ま
る
と
は
限
ら

な
い
が
、
日
頃
か
ら
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
目
を
通
し
、
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
　

天
道
是
邪
非
邪
④環境汚染編

小
泉 

昭
夫
（
中
京
西
部
）

ど
う
し
て
ア
マ
ゾ
ン
で

水
俣
病
が
起
こ
る
の
か
？

わからない
2.3％

ない
81.4％

ある 16.3％ わからない
9.7％

ある 37.5％

代議員アンケート 病院アンケート

ない 52.8％

知らない
81.4％

知っている
18.6％

知っている
65.3％

知らない
34.7％

代議員アンケート 病院アンケート

代議員アンケート 病院アンケート
使用していない
75.0％

使用して
いない
21.3％

使用している
25.0％

使用している
23.4％

独自の
マニュアルを
使用 55.3％

2019年度

指導スケジュールが開示
　 4月15日、19年度指導スケジュールが開示された。
それによると、集団的個別指導は 7月11日（木）京都
市内、18日（木）府北部、指定更新時集団指導は10月
17日（木）府北部、24日（木）京都市内、11月14日（木）
京都市内、20年度診療報酬改定時の集団指導は20
年 3 月24日（火）府北部、26日（木）京都市内が予定さ
れている。スケジュールの詳細は『グリーンペーパー』
4 月号に掲載している。なお、予定は変更されること
がありえるので注意されたい。

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 2 5 日 第 3 0 4 8 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

　
協
会
で
は
会
員
か
ら
医
事
紛
争
の
相
談
を
多
く
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
採
血
時

の
神
経
損
傷
が
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
採
血
時
の
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
、
代
議
員
に
加
え
、
病
院
勤
務
の
医
療
安
全
担
当
者
に
も
尋
ね
た
。

代議員月例
アンケート 114

調
査
期
間
＝
2
月
1
日
〜
15
日

対
象
者
＝
代
議
員
89
人
、
病
院
勤
務
の
医
療
安
全
担
当
者
1
6
1
人

代
議
員
回
答
数
＝
43
人
（
回
答
率
48
・
3
％
）

医
療
安
全
担
当
者
回
答
数
＝
72
人
（
回
答
率
44
・
7
％
）

採
血
時
の
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

採
血
時
の
ト
ラ
ブ
ル
も

 

協
会
へ
相
談
を



　
協
会
は
、「
医
院
の
求
人
と

採
用
の
コ
ツ
―
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
募
集
で
ど
う
し
た
ら
採

用
で
き
る
の
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
経
営
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
2
月

28
日
に
開
催
し
た
。
講
師
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
西
陣
・
雇
用
開
発

部
長
の
藪
下
茂
氏
。
最
近
の
労

働
市
場
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
現

状
を
紹
介
し
、
経
営
者
で
あ
る

院
長
が
求
人
・
採
用
で
重
視
す

る
べ
き
点
を
解
説
し
た
。
参
加

者
は
12
人
。

　
藪
下
氏
は
は
じ
め
に
、
昨
今

の
人
手
不
足
の
中
で
、
求
め
る

人
材
を
い
か
に
採
用
し
、
従
業

員
が
能
力
を
発
揮
し
、
定
着
す

る
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な

セ
ミ
ナ
ー
に
し
た
い
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
開
業
医
は
勤
務
医
時
代
と
は

異
な
り
、「
医
療
提
供
」
と

「
経
営
」
の
両
面
が
求
め
ら
れ

る
と
し
た
上
で
、
経
営
者
の
役

割
は
営
利
・
非
営
利
を
問
わ

ず
、
経
営
理
念
を
定
め
、
経
営

資
源
で
あ
る
「
人
」「
物
」「
金
」

を
的
確
に
配
分
す
る
こ
と
だ
と

説
明
。「
物
」「
金
」
は
普
遍
だ

が
、「
人
」
は
そ
れ
ぞ
れ
感
情

が
異
な
り
、
多
く
の
経
営
者
が

苦
労
し
て
い
る
と
し
た
。
さ
ら

に
、
経
営
理
念
は
経
営
者
一
人

で
は
実
現
で
き
な
い
の
で
、
従

業
員
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ど
ん
な
力
を
借
り
た
い

か
が
ま
さ
に
自
院
の
求
め
る
人

材
像
だ
と
解
説
し
た
。

　
中
小
企
業
で
働
く

こ
と
の
魅
力
は
、
経

営
者
と
の
距
離
が
近

い
、
自
分
の
意
向
が

反
映
さ
れ
や
す
い
、

仕
事
の
幅
が
広
が
る

こ
と
だ
と
紹
介
。
医

院
に
お
い
て
も
魅
力

は
院
長
自
身
で
あ

り
、
経
営
理
念
だ
と

強
調
し
、
求
人
票
で

他
院
と
の
違
い
を
明

確
に
す
る
重
要
性
を

訴
え
た
。

　
続
い
て
、
求
職
者

が
求
人
票
の
ど
こ
を

重
視
し
て
見
て
い
る
か
と
い
う

ア
イ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
調
査
を
紹

介
。
賃
金
よ
り
も
職
種
・
仕
事

の
内
容
、
就
業
時
間
、
場
所
、

休
日
の
順
番
で
見
る
と
い
う
結

果
を
示
し
た
上
で
、
事
業
内
容

と
会
社
の
特
長
欄
を
充
実
さ

せ
、
さ
ら
に
自
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
誘
導
す
る
と
良
い
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
面
接
で
は
院
長
自
身
の
思
い

を
語
る
べ
き
と
し
、
①
経
営
理

念
を
伝
え
、
理
解
・
共
感
・
共

有
し
て
も
ら
え
る
か
②
経
営
理

念
を
達
成
す
る
た
め
の
意
思
・

意
欲
が
あ
る
か
③
専
門
知
識
や

ス
キ
ル
、
経
験
は
ど
う
か
―
の

順
で
確
認
す
る
と
良
い
と
説
明

し
た
。
面
接
評
価
で
は
、
項
目

毎
の
合
格
基
準
（
例
え
ば
経
営

理
念
の
共
感
や
貢
献
意
欲
は
Ａ

評
価
で
あ
る
こ
と
等
）
を
設
定

す
る
こ
と
で
、
求
め
る
人
材
の

採
用
に
繋
が
る
と
し
た
。

　
最
後
に
、
近
年
、
労
働
者
の

権
利
意
識
が
高
ま
り
、
労
働
条

件
の
相
談
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
労
働
条
件
を
書
面

で
交
付
す
る
こ
と
は
経
営
者
自

身
を
守
る
役
割
も
あ
る
と
し
、

採
用
し
て
す
ぐ
に
辞
め
る
等
の

ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

に
、
採
用
後
は
入
職
前
に
交
付

す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

医
院
の
魅
力
は
院
長
と
経
営
理
念

求
人
と
面
接
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
経営対策
セミナー

　普段、患者さんから医療に関するさまざまな相談を受けている京都府・京都市・
病院の担当者の方に、それぞれ特徴的な事例等を紹介していただきます。

日　時 5 月30日（木） 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師  府健康福祉部医療課　医療・看護担当副主査　諌山 富恵氏
 京都市保健福祉局医療衛生推進室　医務衛生課担当係長　吉岡 葉子氏
 亀岡市立病院管理部医事課　課長　小笹 和也氏
※ 本講習会は医療法に定められた「医療安全管理のための職員研修」（無床診療所対象）
に該当します。受講された方には参加証を発行します。

日　時 5月18日（土）午後 2 時30分～ 4 時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 佐々木 真弓 氏
 （ 西陣・佐々木医院院長夫人、日本ステンドグ 

ラス協会副会長、アトリエエンジェル主宰）

内　容 「写真立て」作り
定　員 30人
参加費 会員：2,500円、家族・従事者：3,500円

　ステンドグラス作家の佐々木真弓氏を講師に、“ステンドグラス教室”を開催し
ます。色とりどりのガラスの光に包まれた「写真立て」作りを、ご一緒に楽しみ
ませんか。コテなどの道具は、貸出いたします。
　ご家族・従業員でお誘い合わせの上、ぜひご参加下さい。

エプロン、軍手（片手）、
雑巾（水洗い後の作品を
拭くもの）、参加費

当日
ご持参いただくもの

作品見本

医院承継講習会 ～医院の承継・閉院～

日　時 5月23日（木） 午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 ひろせ税理士法人 副所長　認定登録医業経営コンサルタント　常田 幸男 氏
参加費 お一人 1,000円 ※当日徴収       協　賛　有限会社アミス

　医院承継には、親子間、第三者などさまざまなパターンがあります。承継せず
に閉院されたり、閉院されてから勤務医に戻られるケースもあります。また、個
人診療所と医療法人によっても手続きが異なります。最近の医療機関を取り巻く
状況や実務的な手続きなど、承継や閉院のポイントを解説します。トラブルがな
いようにするには、事前に準備をすることが必要です。承継や閉院を現実的に考
えておられる先生はもちろんのこと、将来に向けてもお役立ていただけます。

講　師 アジア太平洋資料センター代表　内田 聖子 氏

日　時 5月15日（水）午後 6 時30分～ 8 時30分
場　所 ハートピア京都ホール
主　催　ＴＰＰ反対京都ネット

「日米ＦＴＡは私たちになにをもたらすか」
トランプ米大統領来日直前企画

申込不要
参加無料

第19回 文化講座 ステンドグラス教室

要申込

どうしてもお伝えしたい、施設基準、届出医療の管理方法

届出医療・適時調査対策セミナー（会員病院限定、府南部開催）

最新！適時調査対策

　届出医療の管理や適時調査対策に関する府南部でのセミナーを企画しました。
本セミナーでは、18年度診療報酬改定以後の適時調査の変更点や公開された適時
調査に係る資料も紹介しながら、入院料を含む、届出医療の日常管理と適時調査
対策について、ポイントを押さえて解説させていただく予定です。

先着順
要申込

日　時 5月29日（水） 午後２時～４時
場　所 京都山城総合医療センター９階「会議室」

（京都府木津川市木津駅前一丁目27番地、JR木津駅すぐ）

申　込　  「届出医療・適時調査対策セミナー」参加申込とお書きの上、病院名、電
話番号、ファクス番号、参加予定者のお名前、役職名を記入し、ファク
ス（FAX075-212-0707）下さい。（定員50人に達し次第受付終了）

※病院の駐車場はスペースが限られていますので、公共交通機関でのご来場をお願い
いたします。

協　力　京都山城総合医療センター
問合せ　京都府保険医協会　☎075-212-8877（担当：花山）
　※お問い合わせ等は、会場の京都山城総合医療センターにしないでください。

参加費
無　料

行政・病院での患者相談あれこれ
医療安全担当者交流会

定員60人

6月以降も継続 !

「面接では求職者に院長の思い伝えて」と述べる藪下氏

　新規開業資金融資の下限金利を
0.3％まで引き下げ、保険医協会の
斡旋手数料無料のキャンペーンは、
好評につき６月以降も継続します。
京都銀行と提携し、ご開業を全面
的に支援します。新規開業をお考
えの際はぜひ保険医協会の融資制
度をご利用下さい。

利 率 0.3％
斡旋手数料 無料 限度額 1億円
期 間  ～2020年５月

委員会決定分まで

保険医協会は設備・運転資金をは
じめ、子弟教育資金、自由ローン
（使途自由・1,000万円まで無担
保）、住宅ローンなど低利な融資
を取り扱っていますので、お気軽
にお問い合わせ下さい。

新規開業資金融資
金利・手数料優遇キャンペーン

融資のことも
保険医協会に
ご相談を ！

東北被災地支援物産展を開催しませんか?!
～協会は被災地を応援します～

協力医療機関を募っています。ぜひご協力下さい !

これまでに15医療機関にご協力いただきました。
ありがとうございます。

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 2 5 日第 3 0 4 8 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行



血
糖
自
己
測
定
器
加
算
の
算
定
に
つ
い
て

環
境
問
題

環
境
問
題
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（
60
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
が
他
の
Ａ
医
療
機

関
で
両
頬
の
た
る
み
取
り
手
術

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
た
る
み

取
り
修
正
手
術
を
当
該
医
療
機

関
で
施
行
し
た
。
患
者
が
再
度

手
術
を
希
望
し
た
の
で
診
察
を

し
た
と
こ
ろ
、
前
2
回
の
手
術

で
創
が
瘢
痕
肥
厚
拘
縮
を
き
た

し
て
お
り
、
ま
ず
瘢
痕
形
成
術

を
施
行
し
な
い
と
た
れ
た
部
位

の
つ
り
上
げ
が
で
き
な
い
こ
と

を
説
明
し
て
、
了
承
を
得
た
う

え
で
三
度
目
の
手
術
を
施
行
し

左
前
額
に
麻
痺
を
き
た
し
て
左

眉
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
神
経
賦
活
剤
の
内
服
・
注

射
、
低
周
波
治
療
を
施
行
し
た

が
効
果
が
認
め
ら
れ
ず
、
最
終

的
に
左
眉
上
挙
の
眼
瞼
下
垂
手

術
を
施
行
。
し
か
し
左
眉
は
動

か
ず
、
他
の
Ｂ
医
療
機
関
で
治

療
継
続
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
は
弁
護
士
を
通
し
て

賠
償
請
求
を
求
め
て
き
た
。
医

療
機
関
側
は
、
瘢
痕
切
除
術
時

に
双
極
高
周
波
止
血
器
が
放
電

し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
前
額

枝
を
麻
痺
さ
せ
た
の
は
事
実
で

あ
る
と
判
断
。
全
治
も
不
能

で
、
左
眼
の
上
方
の
視
野
も
狭

ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

し
て
、
過
誤
を
認
め
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
当
該
医
療
機
関
に
お
け
る
手

術
と
左
前
額
麻
痺
の
因
果
関
係

は
あ
る
。
当
該
医
療
機
関
は
、

麻
痺
の
原
因
を
双
極
高
周
波
止

血
器
が
放
電
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
断
定
し
て
い
た
が
、
機

器
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
ば
責
任

を
負
う
の
は
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
む
し
ろ
手
技
ミ
ス
の
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
た
。
な

た
。
な
お
、
患
者
が
担
当
医
師

の
古
く
か
ら
の
知
人
で
あ
っ
た

の
で
、
同
意
書
は
取
っ
て
い
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
神
経
麻
痺

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
事
前
説

明
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
手
術
施
行
の
際
に
Ｃ
社
製
の

双
極
高
周
波
止
血
器
が
放
電
し

た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
結
果

　
Ｑ
、
2
型
糖
尿
病
の
患
者
に

対
し
て
ビ
デ
ュ
リ
オ
ン
皮
下
注

用
2
㎎
ペ
ン
を
処
方
し
て
、
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
を
算

定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ビ

デ
ュ
リ
オ
ン
は
週
に
1
回
2
㎎

を
皮
下
注
射
す
る
た
め
、
血
糖

自
己
測
定
器
加
算
の
算
定
の
原

則
「
自
己
注
射
を
1
日
に
1
回

以
上
行
っ
て
い
る
患
者
」
に
該

当
し
な
い
の
で
、
血
糖
自
己
測

定
器
加
算
は
算
定
で
き
な
い
の

か
。

　
Ａ
、
算
定
で
き
ま
す
。
ビ

デ
ュ
リ
オ
ン
皮
下
注
用
2
㎎
ペ

ン
等
の
Ｇ
Ｌ
Ｐ

-

1
受
容
体
作

動
薬
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
ス
リ

ン
製
剤
の
自
己
注
射
を
行
っ
て

い
る
者
に
準
じ
て
血
糖
自
己
測

定
器
加
算
を
算
定
で
き
る
」
と

通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

左
前
額
に
麻
痺
、
事
故
の
原
因
は

特
定
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
…

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
94

　
米
国
海
洋
大
気
庁
（
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ａ
）
は
、
世
界
で
一
番
深
い
、

水
深
1
万
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

マ
リ
ア
ナ
海
溝
の
海
底
で
見
つ

れ
ば
、
汚
染
物
質
が
溜
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
名
高
い
駿
河
湾
と

ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
だ
そ
う
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
ｓ
な
ど
の
残
留
性
有
機
汚

染
物
質
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
）
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
効
率
よ
く

吸
着
さ
れ
、
微
小
化
し
た
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
誤
食
す

る
こ
と
で
、
海
洋
生
物
に
取
り

込
ま
れ
脂
肪
に
蓄
積
し
、
食
物

連
鎖
を
通
し
て
生
物
の
体
内
に

さ
ら
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
ｓ
は
、
危
険
性
が
判

明
し
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
、

製
造
と
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
き

た
は
ず
だ
が
、
私
た
ち
が
人
間

活
動
の
及
ば
な
い
、
原
始
の
深

海
が
残
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
の
は
「
錯
覚
」
で
、
海
溝
は

ま
る
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
中
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
は
、
毎
年

5
％
増
、
2
0
1
5
年
の
総
生

産
量
は
3
億
2
千
万
ト
ン
。
こ

れ
ま
で
、
私
た
ち
人
類
が
作
り

出
て
き
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
総

量
は
実
に
83
億
ト
ン
に
も
の
ぼ

る
。
ま
た
2
0
5
0
年
ま
で
に

海
に
捨
て
ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
総
重
量
は
3
3
0
億

ト
ン
、
そ
の
3
％
が
海
に
入
る

と
し
て
、
そ
の
量
は
10
億
ト
ン

を
超
え
、
海
洋
に
お
け
る
魚
類

の
全
生
物
量
8
億
ト
ン
を
凌
駕

す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
は
、
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
広

が
っ
て
お
り
、
特
に
近
年
、
廃

棄
さ
れ
自
然
環
境

下
で
直
径
5
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
に

微
小
化
し
た
、
除

去
不
能
の
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
が

 

つ
き
つ
け
る
も
の

か
る
ゴ
ミ
の
映
像

を
公
開
し
て
い

る
。
そ
の
多
く
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
占
め
て
い

る
。 

　
ま
た
、
そ
こ
に
生
息
す
る
体

長
2
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
、
カ
イ
コ
ウ
オ
オ
サ
ソ
コ
エ

ビ
と
い
う
小
さ
な
甲
殻
類
か
ら

は
、
中
国
で
最
も
ひ
ど
く
汚
染

さ
れ
た
川
に
生
息
す
る
カ
ニ
よ

り
も
50
倍
も
高
い
濃
度
の
汚
染

物
質
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
：
Ｐ
Ｃ
Ｂ
ｓ
）
が
検
出
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
研
究
者
に
よ

に
よ
る
海
洋
汚
染
の
影
響
が
重

大
視
さ
れ
て
い
る
。
動
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
鯨
ま
で
、
約

7
0
0
腫
の
海
洋
生
物
種
に
影

響
が
及
ん
で
お
り
、
人
体
の
健

康
へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。

現
代
の
生
活
は
、
完
全
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
社
会
で
あ
り
、
使
い

捨
て
文
化
で
あ
る
。 

　
私
た
ち
の
現
代
医
療
も
ま

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
完
全
に

依
存
し
て
い
る
。
医
療
ゴ
ミ
の

コ
ン
テ
ナ
を
東
南
ア
ジ
ア
に
輸

出
す
る
こ
と
で
、
開
発
途
上
国

に
矛
盾
を
押
し
つ
け
、
国
内
の

環
境
問
題
を
す
り
抜
け
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
は
許
さ
れ

な
い
。
紙
お
む
つ
か
ら
、
医
療

器
具
ま
で
、
何
を
残
し
何
を
改

め
る
こ
と
が
迫
ら
れ
る
の
か
？

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
文
化
を
考
え

直
す
時
だ
。

　
（
環
境
対
策
委
員
・

 

島
津 

恒
敏
）

お
、
放
電
事
故
の
有
無
を
Ｃ
社

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
放
電
に

つ
い
て
は
物
理
的
に
あ
り
得
な

い
と
の
返
答
を
得
、
さ
ら
に
、

双
極
高
周
波
止
血
器
に
故
障
は

な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

当
該
医
師
に
は
、
患
者
が
古
く

か
ら
の
知
人
で
あ
っ
て
も
同
意

書
は
取
る
べ
き
こ
と
と
、
カ
ル

テ
記
載
が
不
自
然
に
見
え
る
の

で
誤
解
の
な
い
記
載
方
法
を
日

常
か
ら
心
得
る
こ
と
が
肝
要
と

指
摘
し
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

て
、
弁
護
士
を
介
し
て
賠
償
金

を
支
払
い
示
談
し
た
。
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医療安全を
身につけるために
医療安全研修 DVD PartⅡ

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

　

４
月
28
日（
日
）〜
５
月
６
日（
月
）ま
で
、
事
務
局
休

務
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877

病院・診療所で
接遇研修をしませんか？

経験豊かな
講師を
派遣します

自院で実施するので、実際に起こる場面
を想定した実技を取り入れるなど、オリ
ジナルの研修が可能です。従業員の育成
や接遇力向上の一助にご活用下さい。講
師は接遇研修に精通したベテランの方を
派遣します（㈱JAPAN・SIQ協会）。

•患者さんからのクレーム対応
•電話対応
•チームパワーアップ研修
•リーダー研修　など

研修例

研修の感想（抜粋）
• 基本的な対応から実践的な対応
まで短い時間の中でやっていた
だいた。

• ロールプレイングを多く取り入
れて下さったので、楽しく学ぶ
ことができた。

ご希望の日時・内容を事前
にお伺いします。
費用など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

医療安全担当者スクール

●講義内容
　患者対応法のマスターを目指します。レッスンはテキストのみでなく、
受講者の希望に沿った内容を含めることも可能です。例えば、自院で実際
に発生した事例を基に、テキストに沿って分析・評価することもできます。
※ このスクールは、医療法で定められている医療安全管理のための職員研修に
代用できます。無床診療所の場合であれば、協会主催の「医療安全講習会」
等と合わせて参加されれば、年２回程度と定義されている研修義務がクリア
されます。

●テキスト　事例で見る医療安全対策の心得・第Ⅱ章
 「医療安全対策の常識と工夫」
●受講費用　10,000円
●開催日時・受講回数　ご相談の上、受講者のご希望に沿います
●受講会場　京都府保険医協会

まずは協会にお電話を！ ☎075‒212‒8877

申込受付中 !

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を

対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方
期　　間：10日間
 希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸　出　要　領

貸出料：無料

ＣＰＲ対応訓練用モデル



　
休
日
の
朝
、
留
守
番
電
話
に
様

子
が
お
か
し
い
の
で
診
て
ほ
し
い

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
吹
き
込
ま
れ

た
。
こ
の
数
年
、
往
診
し
て
い
る

寝
た
き
り
の
Ｕ
さ
ん
で
あ
る
。
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
連

絡
が
あ
り
、
口
を
開
け
た
ま
ま

で
、
塞
が
ら
な
い
と
い
う
。
な
に

か
要
領
を
得
な
い
。

　
も
と
も
と
、
頑
固
者
で
通
し
た

Ｕ
さ
ん
は
、
家
族
で
米
寿
を
祝
っ

た
頃
か
ら
、
膝
が
痛
い
と
言
っ
て

立
ち
上
が
る
こ
と
を
し
な
く
な
っ

た
。
次
第
に
起
き
上
が
る
こ
と
も

し
な
く
な
り
、
食
事
も
自
分
で
し

な
く
な
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
で
あ

る
。
こ
ん
な
と
き
医
師
の
出
番
は

少
な
い
の
で
、
訪
問
看
護
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
用
い
て
在
宅

ケ
ア
を
し
て
き
た
。

　
往
診
に
行
く
た
び
に
、
四
肢
の

硬
直
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
老

化
の
過
程
は
子
ど
も
の
発
達
と
逆

方
向
に
進
む
と
は
よ
く
言
っ
た
も

の
で
、
子
宮
の
中
に
い
る
体
勢
の

よ
う
に
、
下
肢
も
胸
に
つ
く
ま
で

曲
が
っ
て
、
両
上
肢
も
胸
に
し
っ

か
り
と
く
っ
つ
い
て
伸
び
な
い
。

な
ん
と
か
伸
ば
し
て
や
ろ
う
と
す

る
が
、
少
し
で
も
触
れ
よ
う
も
の

な
ら
痛
い
痛
い
と
大
騒
ぎ
で
あ

る
。
家
族
も
怖
が
っ
て
手
足
を
動

か
さ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
衣
類
を

着
替
え
さ
せ
る
の
も
一
苦
労
で
あ

る
。

　
そ
れ
で
も
往
診
に
行
く
と

　
「
お
お
き
に
」

と
い
っ
て
、
愛
想
を
す
る
。

　
「
少
し
、
手
足
を
動
か
さ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
痛
い
で
す

が
、
我
慢
し
て
下
さ
い
」

　
「
イ
タ
、
タ
ッ
タ
タ
」

　
ま
る
で
拷
問
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
、
嫌
が
ら
れ
て
も
リ
ハ
ビ
リ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。

　
「
な
に
か
食
べ
た
い
も
の
は
あ

り
ま
す
か
？
」

　
「
玉
子
焼
き
、
お
寿
司
」

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も

こ
う
な
ん
で
す
。
今
日
も
朝
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
の
に
玉

子
焼
き
だ
け
は
食
べ
ま
し
た
」

　
ほ
と
ほ
と
、
強
情
さ
に
閉
口
し

て
い
る
嫁
で
あ
る
。

　
息
子
夫
婦
が
介
護
を
し
て
い
る

が
、
夜
間
で
も
す
ぐ
に
呼
び
つ
け

る
の
で
、
月
に
一
度
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
に
な
る
と
、
ほ
っ
と
す
る

様
子
で
あ
る
。

　
「
あ
ち
ら
で
の
泊
ま
り
は
ど
う
で

し
た
か
。
ま
た
行
き
ま
し
ょ
う
ね
」

　
「
…
…
」

　
面
白
く
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

す
ぐ
に
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
す

る
。 

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
も
夜
間
に

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
呼
ぶ
の
で
嫌
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。

　
今
朝
の
留
守
番
電
話
で
は
口
が

塞
が
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
騒
ぎ
し
て
顎
で
も
は
ず
し
た
の

か
と
往
診
し
た
。

　
確
か
に
口
を
開
け
た
ま
ま
で
塞

が
ら
な
い
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
な
い
。

こ
ん
な
と
き
に
は
、
じ
っ
と
観
察

で
あ
る
。

　
呼
吸
が
止
ま
る
と
き
が
あ
る
で

飯田 泰啓（相楽）

診診診
察
室 やややや 話よもやま

老

人

の

特

権

は
な
い
か
。
集
ま
っ
た
家
族
と
話

を
し
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

観
察
し
て
い
た
。
だ
ん
だ
ん
と
無

呼
吸
が
増
え
て
い
る
。
吸
引
器
で

痰
を
取
る
と
、
何
ご
と
も
な
か
っ

た
よ
う
に
呼
吸
を
続
け
て
い
る
。

昨
年
も
、
肺
炎
で
こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
、
毎
日
往

診
し
て
点
滴
で
乗
り
切
っ
た
。
ま

た
、
肺
炎
か
な
と
思
っ
た
が
発
熱

も
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
度

は
無
呼
吸
が
多
す
ぎ
る
。
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
も
60
％
を
示

す
と
き
が
あ
る
。
先
日
、
ベ
ッ
ド

か
ら
落
ち
た
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
そ
れ
か
と
思
っ
た
が
、
そ
ん

な
こ
と
を
話
し
て
責
め
ら
れ
る
人

が
あ
っ
て
も
困
る
。

　
「
呼
吸
の
様
子
が
お
か
し
い
で

す
。
助
け
た
か
っ
た
ら
入
院
し

て
、
管
を
入
れ
て
人
工
呼
吸
で

す
。
ど
う
な
さ
い
ま
す
か
」

　
「
こ
の
ま
ま
、
こ
こ
に
置
い
て

や
っ
て
下
さ
い
」

　
家
族
の
返
答
で
あ
る
。

　
Ｕ
さ
ん
は
、
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
が
、
家
族
は
こ

の
数
年
の
介
護
疲
れ
で
疲
労
は
限

界
に
達
し
て
い
る
。

　
「
何
か
あ
れ
ば
、
ま
た
お
電
話

を
下
さ
い
」

　
自
宅
で
最
期
ま
で
看
る
こ
と
を

家
族
と
話
し
合
い
、
い
っ
た
ん
引

き
上
げ
た
。

　
そ
れ
か
ら
半
日
し
て
、
家
族
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
静
か
に
息
を
引

き
取
ら
れ
た
。

　
寝
た
き
り
は
寝
た
き
り
を
許
す

環
境
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
生
ま
れ

る
。
介
護
者
が
い
る
か
ら
寝
て
い

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
寝
て
い
ら
れ

な
い
状
況
な
ら
、
無
理
に
起
き
る

か
、
餓
死
す
る
か
の
選
択
と
な

る
。
寝
た
き
り
に
な
れ
る
老
人
に

と
っ
て
、
老
人
虐
待
と
思
え
る
よ

う
な
リ
ハ
ビ
リ
を
拒
否
し
、
老
人

に
与
え
ら
れ
る
特
権
で
あ
る
寝
た

き
り
を
謳
歌
す
る
こ
と
も
一
つ
の

生
き
方
と
考
え
て
し
ま
う
の
は
、

極
論
で
あ
ろ
う
か
。

筆者プロフィール
1977年３月
　京都大学医学部卒業
1983年３月
　京都大学大学院修了　
　京都大学医学博士
1983年４月
　京都大学文部教官
1991年４月　
　医療法人社団 飯田医院

第 １ 回

新連載

　
2
月
19
日
、
社
会
保
険
研
究

会
を
一
般
社
団
法
人
福
知
山
医

師
会
と
の
共
催
で
福
知
山
医
師

社 保 研

レポート

第665回社会保険研究会　睡眠障害とその治療レビュー
講師：古木内科医院　院長　古木 勝也氏

睡眠障害診断は問診重視を

　
太
田
茂
氏
（
享
年
68
、
西

陣
）
2
月
20
日
ご
逝
去
。

　
富
岡
啓
郎
氏
（
享
年
88
、
下

京
東
部
）
4
月
7
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

５月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（水）

９日
（木）

10日
（金） 労

災

10日
（金）

○ ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　  労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

被
爆
者
の
み
な
さ
ん
と「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
日
　
時　
5
月
17
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
8
時
、18
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
8
時
、

19
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
7
時
30
分

ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
話
す

Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
原
爆
展

署
名
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
る
京
都

の
会

　
場
　
所　
御
池
地
下
鉄
ゼ
ス

ト
・
寺
町
広
場
（
京
都
市
役
所

前
）

　
内
　
容　
広
島
・
長
崎
の
原

爆
写
真
パ
ネ
ル
、
広
島
の
基
町

高
校
の
生
徒
が
描
い
た
「
原
爆

の
絵
」
の
展
示
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ

と
出
会
う
カ
フ
ェ
、
ア
ニ
メ

「
つ
る
に
の
っ
て
」
の
上
映
、

折
り
鶴
（
鳩
）
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　
入
　
場　
無
料

　
主
　
催　
京
都
原
水
爆
被
災

者
懇
談
会
（
☎
0
7
5
・
8
1

1
・
3
2
0
3
）

　
協
　
賛　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

会
館
に
て
開
催
し
た
。
今
回

は
、
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
受
容

体
作
動
薬
を
1
年
以
上
連
続
し

て
同
一
成
分
を
1
日
当
た
り
同

一
用
量
で
処
方
し
た
場
合
、
処

方
料
・
処
方
箋
料
が
減
算
さ
れ

る
取
扱
い
か
ら
除
外
さ
れ
る
た

め
の
京
都
府
北
部
研
修
と
し
て

の
位
置
づ
け
。
テ
ー
マ
は
、
睡

眠
障
害
と
そ
の
治
療
レ
ビ
ュ
ー

に
つ
い
て
で
、
古
木
内
科
医
院

院
長
の
古
木
勝
也
氏
が
講
演
し

た
。
出
席
は
19
人
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　
古
木
氏
は
、
は
じ
め
に
、
不

眠
症
は
罹
患
頻
度
の
高
い
代
表

的
な
睡
眠
障
害
の
一
つ
で
あ

る
。
成
人
の
30
％
以
上
が
入
眠

困
難
、
中
途
覚
醒
、
早
朝
覚

醒
、
熟
眠
障
害
な
ど
い
ず
れ
か

の
不
眠
症
状
を
有
し
、
6
〜
10

％
が
不
眠
症
に
罹
患
し
て
い

る
。
不
眠
は
、
眠
気
、
倦
怠
、

集
中
困
難
、
精
神
運
動
機
能
低

下
、
抑
う
つ
や
不
安
な
ど
多
様

な
精
神
・
身
体
症
状
を
伴
う
こ

と
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
不
眠

症
は
、
長
期
欠
勤
や
医
療
費
の

増
加
、
生
産
性
の
低
下
や
労
働

災
害
事
故
の
増
加
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
的
お
よ
び
社
会
的
経

済
損
失
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
公
衆
衛
生
学
上

の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
睡
眠
に
は
、
レ
ム

睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
1

セ
ッ
ト
約
90
分
で
繰
り
返
さ
れ

る
。
睡
眠
障
害
の
基
礎
と
し
て

は
多
種
多
様
だ
が
、
臨
床
場
面

で
高
頻
度
に
不
眠
症
が
認
め
ら

れ
る
。
不
眠
症
に
は
、
主
に
入

も
に
生
活
上
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
の
乱
れ

が
関
与
す
る
生
活
習
慣
病
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
う
つ
病
に
つ
い
て
も

触
れ
た
。

　
睡
眠
障
害
の
診
断
に
つ
い

て
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
も
問
診
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
。
不
適
切
な
睡
眠
習

眠
障
害
、
中
途
覚
醒
、
早
朝
覚

醒
、
熟
眠
障
害
の
4
種
類
の
臨

床
症
状
が
あ
る
。
そ
の
原
因
と

し
て
は
、
身
体
的
疾
患
に
伴
う

も
の
、
生
理
学
的
不
眠
、
心
理

学
的
不
眠
、
精
神
疾
患
に
伴
う

も
の
、
薬
理
学
的
不
眠
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
の
疫
学
調
査
結
果

等
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。
続
い

て
、
睡
眠
は
食
事
や
運
動
と
と

慣
・
寝
床
環
境
が
不
眠
の
悪

化
・
持
続
因
子
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
睡
眠
薬
の
効
果
は
期
待

で
き
な
い
。
ま
た
身
体
疾
患
・

精
神
疾
患
が
何
ら
か
の
睡
眠
障

害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
か
ら
、

基
礎
疾
患
の
治
療
薬
に
よ
る
睡

眠
障
害
の
除
外
と
対
応
に
つ
い

て
述
べ
る
と
と
も
に
、
睡
眠
の

質
・
量
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
適
切
な
生
活
習
慣
や
睡
眠
環

境
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
に

も
と
づ
く
生
活
指
導
の
睡
眠
衛

生
指
導
に
も
言
及
し
た
。
最
後

に
、
薬
物
療
法
、
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
、
非
ベ
ン
ゾ

ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
、
精
神

生
理
性
不
眠
、
う
つ
病
の
不

眠
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
不

眠
、
高
齢
者
の
不
眠
、
生
活
習

慣
病
と
不
眠
が
合
併
し
た
場

合
、
睡
眠
薬
と
認
知
症
、
向
精

神
薬
長
期
処
方
の
減
算
の
解
説

が
行
わ
れ
た
。

講師の古木氏

京都府保険医協会が2019年６月14日に
創立70周年を迎えるにあたって、70周
年記念シンボルマークを決定しました。
今後とも協会をよろしくお願いします。

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 4 月 2 5 日第 3 0 4 8 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行

　
会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
随
筆（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な

ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！

多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
締
切
は
６
月
28
日
（
金
）。

銷
夏
特
集
号
へ
の
投
稿
募
集
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